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平成17年９月中間期及び通期業績予想の修正について

　最近の業績動向等を踏まえ、平成16年11月26日に発表いたしました平成17年９月期（平

成16年10月１日～平成17年９月30日）中間期及び通期の業績予想を下記のとおり修正いた

します。

記

1.業績予想

（1）中間連結予想　（平成16年10月１日～平成17年３月31日）

（単位：百万円）

％

注）当社グループは平成16年９月1日付けで分社いたしましたので、前中間期実績につきまして
　　は、平成16年９月中間期の単独数値を記載しております。

（2）中間個別予想　（平成16年10月１日～平成17年３月31日）

（単位：百万円）

％ ％ ％

注）当社グループは平成16年９月1日付けで分社いたしましたので、前中間期実績につきまして
　　は、平成16年９月中間期の単独数値を記載しております。
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（3）通期連結予想　（平成16年10月１日～平成17年９月30日）

（単位：百万円）

％ ％

参考：１株当たり予想当期純利益（通期）　△9,699円48銭

（4）通期個別予想　（平成16年10月１日～平成17年９月30日）

（単位：百万円）

％ ％ ％

注）当社グループは平成16年９月1日付けで分社いたしましたので、前期実績につきましては、
　　平成16年９月期の個別数値を記載しております。なお、11ヶ月は単独、１ヶ月は個別数値
　　の合計となっております。
参考：１株当たり予想当期純利益（通期）　4,086円37銭

2.修正理由

（1）中間連結業績修正理由
① 売上高につきましては、既存店は、計画を前年同期比4.8％減と予想しておりました
が、8.9％減で推移したことで計画比439百万円減、これは主に「東日本梅の花」の店
舗が厳しい状況にあったことによります。新規店舗は、５店舗を未開拓の地方都市に
出店したことで、知名度不足から来客数が見込みを下回り計画比155百万円減、また、
米国レストラン計画比5百万円減により前回予想比600百万円（5.8％）減となる見込
みであります。
② 経常利益につきましては、主に売上高の減少に伴う売上総利益の減少、新規出店に
ついて地方都市へ出店したことにより広告費などのコストが増加、店舗リニューア
ルによるコストが増加、また米国レストランの出店経費が増加したことなどにより
274百万円減となる見込みであります。
③ 従いまして、中間連結業績の見通しは売上高9,830百万円、経常利益△42百万円、
中間純利益△234百万円を予想しております。

（2）中間個別業績修正理由
① 売上高につきましては、連結子会社の店舗売上高が低下したことにより、食材の供
給及びロイヤリティ収入が減少し、前回予想比272百万円（7.6％）減となる見込み
であります。
② 経常利益につきましては、売上高の減少に伴い売上総利益が減少し、購買取引にお
ける仕入価格の直しを行うなどコスト削減に注力しましたが、前回予想比53百万円
（27.5％）減となる見込みであります。
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③ 従いまして、中間個別業績の見通しは、売上高3,286百万円、経常利益140百万円、
中間純利益68百万円を予想しております。

（3）通期連結業績修正理由
① 売上高につきましては、今後も引き続き厳しい状況で推移するものと考えられます。
下半期の既存店売上高の前年比を6.9％減に見直し、新規店舗及び米国レストラン
につきましても現在の進捗を踏まえ、前回予想比981百万円（4.8％）減を予測して
おります。なお、上半期におきまして厳しい状況にあった「東日本梅の花」では、
３月より販売促進活動（通い帖）を強化し、徐々に効果が現れてきております。
② 経常利益につきましては、売上高の低下に伴う売上総利益の減少を見込んでおりま
す。下半期につきましては、新規出店に伴う出店費用が発生しないことから、前回
予想比362百万円（90.5％）減を予測しております。
③ 従いまして、通期連結業績の見通しは、売上高19,518百万円、経常利益37百万円、
当期純利益△253百万円を予測しております。

（4）通期個別業績修正理由
① 売上高につきましては、連結子会社の店舗売上高の低下に伴い、食材の供給及びロ
イヤリティ収入の減少を見込み、前回予想比290百万円（4.3％）減を予測しており
ます。
② 経常利益につきましては、売上高の低下に伴う売上総利益の減少を見込んでおりま
す。引き続きコスト削減に注力いたしますが、売上総利益の減少を補うコスト削減
には至らないと見込み、前回予想比72百万円（24.1％）減を予測しております。
③ 従いまして、通期個別業績の見通しは、売上高6,532百万円、経常利益230百万円、
当期純利益106百万円を予測しております。

以　上


